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［目的］近年 ， 妊娠糖尿病（GDM ）は増加傾陶にあ り，

そ の ス ク リ
ー

ニ ン グ が 提11昌さ れ て い る が，未だ 1’

分に 普及 して い る とは 霧 い 難 い ．そ こ で ，よ り簡便

な方法，お よ び必ずス クリ
ーニ ン グ を要する症例

は何か に つ き検討 し た．［ノ∫法コ1996年 1jj 〜98

年 6月 ま で に．1．fll．糖 を測定 した 2，235人を対象 に，

ス ク リ
ーニ ン グ法，リ ス ク フ ァ クタ

ー一
につ き検討

した証 成績］妊娠初期血瀞善値は 86．4 ± IO．8mgXdl，
1
．
1
．
1期 1自L糖僅 ｝ま85」 ± 1　1　．2mg！dlで あ り初期に 高値を

示 した．周産期委員会 の JflL糖 cu 芝off 値 100mg！dl以

．ヒの頻度は，初期 ：食後 2 〜4 時間群 7．3％，随時

．lllL糖群 91．8・1・，申期 ：10，3％
，

12．0％ であ り，い ず

れ の 時期も両群問に有意差を認め なか っ た．こ れ

らの 症例に 75gG
「
rT を実施 し

， そ の GDM 検出率は

妊娠初期 055 ％，中期 0．61％ で あっ た．リス ク フ ァ

ク タ・．一の 検討で は ，糖尿病家族歴 ・尿糖 陽性 の 反

復 引巴満 ・
匠叢FD 兇分嫐 洗往 の 4項1．1が高頻度 で あ

り，妊娠初 期GDM 患者の約 8側が 2 項 目以 ［：の リ

ス ク フ ァ ク タ
ー

を有 して お り，中期で も同傾向で

あ っ た．こ の 申で も特 に肥満度 に量・ltii／］し，や せ

（BMI ＜ 18）， 擦準 ， 肥満（BM 夏≧ 24）に分けて検討す

る と，1い期随時 1「iL糖は や せ ：83．9 ± 臨 3mg ！dl， 標

準 85．7 ± ［0．4，肥満 88．9 ± 11．4 と体重が増蜘する

に従 っ て 1：昇 し，I！［L糖 IGOmg ！dl以．hの頻度 も 11．3

％ ，14』 ％ ，20．1％ と月晦崎に 斜《い k昇 し，GDM 多逢

兄率 も増 した、妊娠 初期で も同傾向を冫1鳶した．［結

論］随時 「〔li．糖 に よ る ス クリ
ーニ ン グで も， 食後2〜

4 時間、11｝L糖値 に よ る方法 と 同等に GDM の ス ク リー

ニ ン グが 口∫能で ある。そ して ，75gGTT は糖尿病家

族歴 ・尿糖陽性 の 反復 ・IJ巴満 畳 ｛FD 児分娩既往 1丿

ス ク フ ァ ク タ ー一を有する随時撫糖イ1的 00mg！dl以 一ヒ

の 妊婦，特に肥満妊婦で は実施すべ きで ある．

［臼的］ こ れ ま で に、妊娠中毒症 （PE ）の 基本病態で

ある末梢．血管攣縮に は、free　radica ］（FR）による血

管内皮障害が関与す る こ と を報告して きた。FR に

よ り酸化 され た LDL は、　 tiit　｛g内皮を障害する こ と

か ら、本症 の 病態形成へ の 関与が注臼され て い る。

そ こ で 、PE妊婦 に おける 脂質代謝 を、特 にLDL の

被酸化性 に注 目 し、検討 した。［方法1 同意を得た

止 常妊婦工6例（C群）、純粋型 重症妊娠中毒症妊婦

9例（T 群）を対象 に、（1），血 中総 cholesterO ！（
「rc），

trjglyceride（TG ），1．DL
−TC ，1．1）1．

−T （｝，LDL −
apc ）B

濃度を測定した。（2＞，LDL にCuSO4 を1忝加後、共

役 ジエ ン の 生 成 を 経時的 に モ ニ タ
ー一し、LDL 脂質

の 酸化開始まで の 時間（lag　 time）（LT）と、単位時

間当た りの 酸化 の 程度（propagation 　rate ）（PR）を

測 定 し た n （3），（2）と 同 様 の 方法 で 酸化させたLDL

に　TN βs を添加 し、　LI）L蛋白内の 1ら・sil戯 基の減

少率を測定した c ［成績1 （1），T（i
，LDI 厂 apOB は、　C

群 に比較 し、丁群 で 有意 に 高値 を 示 した が 、他 は

差 を認 め なか っ た。（2）pl
．T はC 群 の 81 ．8±6．5分 に

比較し、T 群で 70．8±1　2．8分と有意 に 短縮し、　 PR

は、C 群 に 比較 し、　 T群 で 有意に高値で あっ た 。（3），

Lysin残基 の 減少率は、　 C群 の jo．2±9　．5％ に 比較し、

T 群で は 19．4銘 ．3％ と有意 に 高値 で あ っ た。

［糸
士
．
／ttSrT　llma］丁群 で LDL −apoB が高値で あっ た こ．とか

ら、 PE 妊婦の LDL 粒子数は増加する こ とが示 さ

れた。さ ら に、T 群で 1．Tが 短縮し、　PR が 巳昇 した

こ と、また、Lysin残基 の 減少率が高値 で あっ た こ

とか ら、PE 妊婦 で はLDL 内 の脂質
・
蛋 臼い ずれ も

易酸化性で あ る こ とが 明 らか に な っ た。従 っ て 、

PE娃 婦 で 増 加 したLDL 粒子 は、血 管壁内 で 容易 に

酸化 さ れ 、こ の 酸化ぼ ）Lが 血 管内皮障害 を 助長 し、

vaSC ）＄pasm 発症 に 関与す る 可能性が示唆された。
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